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日野市議会議員
ハッキリ言います！市政にひとこと！

自民党日野総支部にて都議補選予定候補に西野正人さんを選出！

西野正人西野正人西野正人
活動報告　No.43活動報告　No.43

まさ　　ひとまさ　　ひとまさ　　ひとまさ　　ひと

■ 西野まさひと友の会では、古賀俊昭都議の急逝をうけ、自民党日野総支部にて都議補選予定候補の選考委員会により選出
された西野正人さんの都政に向けた決意と政策、とりわけ現在猛威をふるう新型コロナウイルス対策について特集します。

３月９日、古賀俊昭都議会議員が急逝されました。これまで日野市の街づく
りに尽力してこられたご功績に感謝するとともに心からご冥福をお祈りいたし
ます。この事態を受け、７月に日野市でも都議会議員補欠選挙が行われること
となりました。自民党日野総支部では討議を重ねた後、都議補選予定候補の選
考委員会を開き、西野正人が選出されました。すでに共産党も予定候補を決定
しています。これまで保守の議席を古賀俊昭都議が死守してこられました。市
民の声をしっかりと都政に届けるために都政に挑戦いたします。新型コロナウ
イルスの災禍によって疲弊した経済のなか、日野市民のくらしと命を守るた

め、経済の回復に向けて、国政と都政と日野市政と連携して進めてまいります。　　日野市議会議員西野正人

■ヒトからヒト感染だけでなくモノからヒトへの感染にも警戒を
３つの密を避けることはかなり周知されてきましたが、人から人への飛沫やエアロゾルによる感染とあわせて、感染した方がふ
れた物から人への感染にも警戒が必要です。人が触れた物にさわった後にもこまめな手洗いを習慣付けるよう周知しましょう。

■日銀が国債購入の上限撤廃を決断！国も第２・第３の支援策を！
未曾有の経済危機に対応するため必要なのは大胆な金融政策です。ついに日本もこれまで 80 兆円と定めていた国債購入
の上限を撤廃し、「日銀として出来ることは全てやる」と決意を表明しました。今は非常事態ですので、国民生活を守る
ために、必要で充分な第２・第３のさらなる大規模な支援策を行うべきです。

■都民のくらしと命を守るため充分な給付と中小企業への支援を
新型コロナウイルス感染拡大を収束させ、都民の命を守るのが第一です。そして、急速に悪化した経済から都民のくら
しを守るためには、中小企業の倒産や失業される方を出さないことが重要です。東京都では協力金として休止や営業時
間短縮の要請などを受けた中小や個人の事業者に対して 50 万円、2 店舗以上を有する事業者には 100 万円の給付を表明
しています。しかしこれでは充分とは言えません、財政規模の大きな東京都は都内の市町村へ財政支援を行い、市が行
う利子補給などの支援策を拡大し、10 万円の速やかな給付の後押しや、更なる追加の支援・景気振興策を行うべきです。

■モラトリアムの実施等で家賃・住宅ローンの一定期間の支払い猶予を
都内では営業を自粛している店舗・中小企業にとって、収入が無い現状で苦しいのが家賃と住宅ローンです。これらの
支払猶予を行うモラトリアム等を実施すべきです。自民党では融資と給付のハイブリットの支援策を模索し、野党５党
は家賃支払い困難な事業者を支援する法案を共同で国会に提出しました。与野党の区別無く国民生活を守る有効な政策
を早急にまとめ、実行すべきです。
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西野正人議員の活動はホームページでも紹介しています。毎月更新！　「日野市議会議員」で検索してみて下さい！　

日野市議会議員日野市議会議員
【ホームページもみてね！】http://www.nishino1.com/ 

コロナ倒産・コロナ失業を出さない手厚い支援を！
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厚生労働省HPより

新型コロナウイルス対策を検討する専門家会議が公表した「新しい生活様式」を参考に感染しない、させない生活を！

１　一人ひとりの基本的感染対策

感染防止の３つの基本　①身体的距離の確保　②マスクの着用　③手洗い
■人との間隔は、できるだけ２m（最低１m）空ける。　■会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。
■遊びにいくなら屋内より屋外を選ぶ。
■外出時、屋内にいるときや会話をするときは、症状がなくてもマスクを着用
■家に帰ったらまず手や顔を洗う。できるだけすぐに着替える。シャワーを浴びる。
■手洗いは30秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う（手指消毒薬の使用も可）。

※高齢者や持病のあるような重症化リスクの高い人と会う際には、体調管理をより厳重にする。

２　日常生活を営む上での基本的生活様式

■まめに手洗い・手指消毒　　■咳エチケットの徹底　　■まめに換気
■身体的距離の確保　　■「３密」の回避（密集、密接、密閉）
■毎朝の体温測定、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合はムリせず自宅で療養

３　日常生活の各場面別の生活様式

買い物
■通販も利用
■１人または少人数ですいた時間に
■電子決済の利用
■計画をたてて素早く済ます
■サンプルなど展示品への接触は控えめに
■レジに並ぶときは、前後にスペース

娯楽、スポーツ等
■公園はすいた時間、場所を選ぶ
■筋トレやヨガは自宅で動画を活用
■ジョギングは少人数で
■すれ違うときは距離をとるマナー
■予約制を利用してゆったりと
■狭い部屋での長居は無用
■歌や応援は、十分な距離かオンライン

公共交通機関の利用
■会話は控えめに
■混んでいる時間帯は避けて
■徒歩や自転車利用も併用する

食事
■持ち帰りや出前、デリバリーも
■屋外空間で気持ちよく
■大皿は避けて、料理は個々に
■対面ではなく横並びで座ろう
■料理に集中、おしゃべりは控えめに
■お酌、グラスやお猪口の回し飲みは避けて

冠婚葬祭などの親族行事
■多人数での会食は避けて
■発熱や風邪の症状がある場合は参加しない

移動に関する感染対策
■感染が流行している地域からの移動、感染が流行している地域への移動は控える。
■帰省や旅行はひかえめに。出張はやむを得ない場合に。
■発症したときのため、誰とどこで会ったかをメモにする。　■地域の感染状況に注意する。

４　働き方の新しいスタイル

■テレワークやローテーション勤務　　■時差通勤でゆったりと　　■オフィスはひろびろと
■会議はオンライン　　■名刺交換はオンライン　　■対面での打合せは換気とマスク
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